
介紹

イ
ア
と
ペ
ル
シ
ア
、
2
8
イ
タ
リ
ア
と
ペ
ル
シ
ア
、

29

ｼ
章
の
関
連
文
献
指
示
。

　
本
書
の
メ
リ
ッ
ト
は
挙
げ
て
ゆ
け
ば
き
り
が
な

い
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
最
大
の
も
の
は
、
疑
い
も

な
く
編
者
に
よ
る
親
切
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
期
イ
ラ
ン
を
訪

れ
た
イ
タ
リ
ア
人
旅
行
者
の
記
録
を
調
べ
る
場
合
、

こ
れ
ら
は
皿
旅
行
記
、
W
の
1
9
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
旧

史
、
W
の
2
7
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ペ
ル
シ
ア
の
三
項

目
に
分
散
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
と
も
す
れ
ば

不
統
一
で
分
か
り
に
く
い
記
載
と
な
り
が
ち
だ
が
、

本
書
で
は
各
項
の
最
後
に
検
索
す
べ
き
他
項
目
の

番
号
が
す
べ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
参
照
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
何
故
U
o
躍
ρ
＜
㊤
に
①
の
書
は
皿

と
W
の
1
9
の
両
方
に
収
録
さ
れ
、
冨
①
き
げ
H
ひ
の
報

告
は
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ペ
ル
シ
ア
」
の
項
に
し

か
含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
、
な
ど
分
類
上
の
問
題

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の
す
べ
て
の
項
目
を
調
査
す
れ
ぱ
関
連
文
献
の
一

切
が
把
握
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
こ
の
よ
う
に
大
部
な
文
献
属
録
を
出

版
す
る
際
必
須
の
条
件
で
は
あ
ろ
う
が
、
面
倒
な

仕
事
を
完
逐
さ
れ
た
編
者
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
親
切
丁
寧
さ
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
今
日
我

々
が
史
料
と
し
て
用
い
る
十
五
i
十
八
世
紀
の
文

献
に
は
、
殆
ん
ど
の
場
合
い
く
つ
か
の
版
本
が
あ

る
が
、
本
書
で
は
こ
れ
ら
の
版
本
が
出
版
順
に
す

べ
て
明
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
今
後
は
、

こ
の
種
の
文
献
を
利
用
す
る
際
の
五
心
な
初
歩
的

手
続
を
一
朝
省
略
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
本
書
の
如
き
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
何
よ

り
も
正
確
さ
、
そ
し
て
遺
漏
の
な
さ
が
要
求
さ
れ

る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
筆
者
の
見
る
限

り
本
書
に
は
何
の
不
満
も
な
い
。
同
種
の
書
と

し
て
冨
・
Q
Q
ρ
σ
9
b
コ
§
ざ
鷺
愚
ミ
魚
》
§
ゆ
＆
監
§

N、

t
§
き
G
。
。
鍛
臨
o
P
日
σ
ま
冨
鵠
μ
Φ
①
①
が
あ
る

が
、
一
介
し
て
両
者
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

　
筆
者
の
如
く
歴
史
を
専
攻
す
る
者
に
と
っ
て
、

本
書
が
史
料
の
存
在
を
調
べ
る
場
合
に
も
、
ま
た

こ
れ
ら
史
料
に
つ
い
て
の
研
究
や
史
料
を
用
い
た

研
究
を
行
な
う
際
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
、

大
変
重
宝
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
イ
ラ
ン
学
を
志

す
も
の
に
と
っ
て
、
本
書
は
必
要
不
可
欠
な
工
具

と
な
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
東
洋
学
恐
る
べ
し
、
と
い

う
の
が
本
書
を
手
に
と
っ
て
み
た
筆
者
の
偽
ら
ざ

る
感
想
で
あ
る
。

　
　
（
二
巻
、
九
四
七
頁
、
｝
九
八
二
年
、
累
餌
℃
0
5

　
　
　
　
　
　
　
（
羽
田
正
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

川
崎
寿
彦
著

『
庭
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
一
風
景
の
記
号
学
と
英
国
近
代
史
i
』

　
本
書
は
、
．
英
文
学
者
の
著
者
が
、
一
六
世
紀
か

ら
　
八
世
紀
の
英
文
学
の
中
に
描
か
れ
た
庭
、
及

び
、
そ
れ
と
関
連
の
あ
る
い
く
つ
か
の
空
間
心
象

を
通
し
て
、
英
国
近
代
史
、
並
び
に
、
英
国
人
の

精
神
の
近
代
化
の
軌
跡
を
追
求
し
た
書
で
あ
る
。

か
つ
て
著
者
は
、
一
七
世
紀
中
葉
に
活
躍
し
た
詩

人
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ー
ヴ
ェ
ル
の
庭
園
詩
を
扱

っ
た
『
マ
ー
ヴ
ェ
ル
の
庭
』
と
題
す
る
著
作
に
お

い
て
、
一
六
五
〇
年
代
の
初
頭
が
英
国
近
代
史
の
・

大
分
水
嶺
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本

書
は
、
研
究
領
域
を
さ
ら
に
そ
の
前
後
の
蒋
代
へ

と
拡
大
し
、
庭
園
史
の
流
れ
を
追
っ
て
前
書
の
跡

付
け
を
試
み
る
と
同
時
に
、
英
国
近
代
史
、
特
に

政
治
史
の
再
検
討
を
も
図
ろ
う
と
す
る
力
作
で
あ

る
。
以
下
、
章
を
追
っ
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
よ

、
つ
。

　
第
一
章
は
、
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
か
け
・

て
の
庭
園
論
の
要
約
で
あ
り
、
ま
た
、
問
題
提
起

の
章
で
も
あ
る
。
中
世
の
封
建
領
主
の
城
や
教
会

の
庭
は
、
『
ば
ら
物
語
』
『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』
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に
描
か
れ
た
よ
う
に
、
ま
ず
、
愛
の
空
裏
－
性

愛
に
せ
よ
聖
愛
に
せ
よ
一
－
と
し
て
意
識
さ
れ
た

「
囲
わ
れ
た
庭
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
象
徴
性
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
は
、
エ
ド
モ
ン
ド
・
ス
ペ
ン
サ

ー
の
『
妖
精
の
女
王
』
の
庭
へ
と
継
承
さ
れ
、
ま

た
、
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
君
主
や
廷
臣
た
ち
の
大
庭
園

は
、
　
「
悦
楽
の
庭
」
の
性
格
を
は
っ
き
り
示
し
て

い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
、
〈
自
然
V
に
く
人
工
〉

の
秩
序
を
持
ち
込
ん
だ
ル
ネ
サ
ン
ス
風
の
整
形
式

庭
園
は
、
や
が
て
〈
自
然
〉
の
反
撃
の
前
に
崩
壊

し
て
い
く
運
命
に
あ
っ
た
。
著
老
は
、
以
後
の
造

園
に
お
け
る
く
自
然
V
と
く
人
工
V
の
対
決
の
中

に
、
政
治
的
暗
喩
を
も
読
み
こ
も
う
と
す
る
の
で

あ
る
。

　
第
二
、
三
章
は
、
　
一
七
世
紀
前
半
の
王
党
派
の

庭
園
論
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
的

宇
宙
を
想
わ
せ
る
整
然
と
し
た
同
心
円
的
構
造
を

持
つ
庭
を
志
向
し
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
中
心

部
に
設
け
ら
れ
た
池
に
「
悦
楽
の
庭
」
と
し
て
の

島
を
浮
べ
、
全
体
を
「
囲
わ
れ
た
庭
」
と
し
て
、

よ
り
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
不
穏
な

時
代
を
背
景
に
、
第
二
章
で
は
国
王
と
そ
の
宮
廷

が
絶
望
的
に
あ
こ
が
れ
る
政
治
的
秩
序
と
平
和
を
、

第
三
章
で
は
束
の
間
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
地
方
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
の
現
実
逃
避
の
願
望
を
、
暗
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
歴
史
は
、
彼
ら
の
願
望
を
打
ち
砕
く

と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の

庭
園
史
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
発
展
し
て
き
た
「
悦

楽
の
庭
」
を
も
、
容
赦
な
く
破
壊
し
て
い
っ
た
。

第
四
、
五
章
で
は
、
庭
園
破
壊
考
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

た
ち
の
庭
園
観
を
、
詩
人
マ
ー
ヴ
ェ
ル
の
描
く
議

会
派
地
方
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
戸
外
麗
容
の
庭
に
見

て
い
く
。
そ
こ
に
は
、
造
園
に
お
け
る
〈
自
然
〉

と
く
人
工
〉
の
パ
ラ
ソ
ス
が
崩
れ
は
じ
め
、
前
者

の
後
者
に
対
す
る
巻
き
返
し
が
開
始
さ
れ
る
様
子

が
う
か
が
わ
れ
る
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
は
、
単

に
破
壊
の
み
に
終
始
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
多
く
の
園
芸
書
を
著
わ
し
、
自
ら
の
価
値

観
に
よ
っ
て
庭
を
再
興
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
　
〈
人
工
〉
を
〈
自
然
〉
に
よ
っ
て
払
拭

し
て
い
く
方
向
、
す
な
わ
ち
、
第
五
章
で
展
開
さ

れ
る
、
花
園
と
い
う
「
悦
楽
の
庭
」
を
牧
場
と
い

う
「
実
用
の
庭
」
が
征
服
し
て
い
く
力
学
に
従
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
著
書
は
、
マ
ー
ヴ
ェ
ル
の
詩
の

創
作
年
、
一
六
五
〇
年
代
の
初
頭
に
、
そ
の
後
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
庭
の
発
展
方
向
を
決
定
づ
け
た

転
換
期
を
見
い
出
す
と
同
時
に
、
庭
が
伝
え
る
政

治
的
暗
喩
か
ら
、
こ
の
期
が
英
国
近
代
史
に
と
っ

て
も
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
て
い
た
と
強
調
す
る
。

　
第
六
章
で
は
、
革
命
期
の
も
う
一
つ
の
変
化
、

動
き
始
め
た
森
に
関
す
る
考
察
が
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
王
侯
貴
族
の
狩
猟
と
し
て
静
止
し
て
い
た

森
は
、
一
六
、
七
世
紀
に
な
る
と
、
産
業
用
燃
料
、

造
船
用
資
材
、
輸
出
品
等
の
形
で
、
絶
え
間
な
く

動
き
始
め
た
。
こ
の
動
き
は
、
社
会
・
経
済
的
な

大
変
動
の
革
命
期
に
ま
す
ま
す
活
発
と
な
っ
て
い

き
、
次
第
に
森
も
、
庭
と
同
様
に
、
政
治
的
な
意

味
を
帯
び
始
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
過

程
は
、
そ
れ
自
身
が
「
囲
わ
れ
た
庭
」
で
あ
っ
た

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
、
囲
い
の
壁
、
海
を
越
え
て
、

開
か
れ
て
い
く
過
程
と
呼
応
し
て
い
る
。
著
者
は
、

第
七
章
で
、
森
を
動
か
し
て
海
へ
と
乗
り
出
し
た

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
海
外
膨
脹
の
時
代
精
神
を
、
動

を
望
む
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
ー
大
陸
で
は
エ
ミ
グ
レ

（
移
住
者
）
と
呼
ば
れ
た
人
々
1
の
中
に
見
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
王
政
復
古
の
時
代
に
な
る
と
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
ニ

世
は
、
再
び
〈
人
工
〉
を
駆
使
し
た
フ
ラ
ン
ス
式

バ
ロ
ッ
ク
庭
園
の
建
設
に
着
課
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
　
二
度
と

「
悦
楽
の
庭
」
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ピ
ュ

ー
リ
タ
ン
た
ち
に
よ
っ
て
〈
自
然
〉
に
向
か
っ
て

歩
み
始
め
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
庭
は
、
一
八
世
紀

後
半
に
「
英
国
式
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
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介紹

る
自
然
風
庭
園
へ
と
、
独
自
の
発
達
を
遂
げ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
英
・
仏
の
造
園
史
の
相
違
は
、
そ

の
後
の
両
国
の
政
治
史
の
違
い
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
た
。
そ
の
詳
察
を
も
含
め
て
、
第
八
章
で

は
、
　
〈
自
然
〉
に
軍
配
を
挙
げ
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

の
庭
園
論
の
代
表
と
し
て
、
ミ
ル
ト
ン
の
『
失
楽

園
』
に
描
か
れ
た
エ
デ
ン
が
考
察
さ
れ
る
。
庭
園

の
形
式
と
し
て
は
挑
戦
的
な
ま
で
に
反
バ
ロ
ッ
ク

的
で
あ
っ
た
エ
デ
ン
は
、
後
の
自
然
風
庭
園
の
造

園
理
論
家
た
ち
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。

　
英
文
学
史
の
上
で
新
古
典
主
義
時
代
と
い
わ
れ

る
一
八
世
紀
に
入
る
と
、
造
園
に
お
け
る
〈
自

然
〉
の
勝
利
は
、
い
っ
そ
う
明
確
に
な
っ
て
い
っ

た
。
第
九
章
で
は
、
一
七
一
〇
年
代
初
頭
の
造
園

意
識
の
向
上
を
背
景
に
、
ア
デ
ィ
ソ
ン
と
ポ
ー
プ

の
庭
園
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
と
も
に
、

「
囲
う
」
と
い
う
あ
か
ら
さ
ま
な
〈
人
工
〉
を
隠

し
つ
つ
、
や
は
り
「
囲
う
」
と
い
う
く
自
然
〉
の

庭
を
考
え
て
い
た
。
特
に
、
第
十
章
で
分
析
さ
れ

る
ポ
ー
プ
の
庭
は
、
自
然
風
庭
園
へ
の
過
渡
期
に

位
置
し
て
お
り
、
そ
こ
に
設
け
ら
れ
た
洞
穴
の
存

在
は
、
政
治
的
な
庭
を
科
学
的
な
も
の
と
も
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
同
時
代
の
科
学
的
知
識
に
素
人

な
が
ら
熱
心
な
関
心
を
抱
く
「
ヴ
ァ
ー
テ
ユ
オ
ー

ソ
」
の
庭
園
論
と
し
て
も
興
味
深
い
。

　
第
十
一
章
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
、
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
や
ル
ソ
ー
の
庭
園
論
が
論
じ
ら
れ
る
。

曲
線
と
不
規
則
さ
を
強
調
し
た
一
八
世
紀
後
半
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
庭
は
、
よ
り
自
由
で
開
か
れ
た

市
民
社
会
の
記
号
と
し
て
の
側
面
を
強
め
、
つ
い

に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
た
ち
か
ら
も
学

ば
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
著
者

は
、
一
九
世
紀
の
ロ
マ
ン
派
の
風
景
詩
人
た
ち
は
、

自
然
の
よ
う
な
庭
を
捨
て
て
、
庭
の
よ
う
な
自
然

へ
と
入
っ
て
い
く
、
と
い
う
展
望
で
、
本
書
を
結

ん
で
い
る
。

　
英
文
学
を
中
心
に
、
適
切
な
訳
と
注
、
及
び
、

豊
富
な
図
版
や
写
真
を
用
い
て
庭
の
変
遷
を
紹
介

し
た
本
書
に
は
、
文
学
の
中
に
歴
史
を
読
み
込
ん

で
い
く
と
い
う
謎
解
き
に
も
似
た
お
も
し
ろ
さ
が

あ
り
、
歴
史
書
と
し
て
も
一
読
に
値
す
る
書
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
歴
史
家
た
ち
の
意
識
の
外

に
あ
っ
た
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
新
し
い
歴
史
像

を
築
こ
う
と
す
る
近
年
の
社
会
史
の
動
向
を
、
十

分
に
反
映
し
た
雷
で
も
あ
ろ
う
。
た
だ
、
著
者
の

主
た
る
関
心
が
庭
の
「
政
治
的
」
暗
喩
…
に
あ
る
た

め
に
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀

以
降
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
庭
の
伝
え
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
沈
黙
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
英
国
人
の
心
に
深
く
根
を
お
ろ
し
た

庭
は
、
現
在
、
別
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
も
の

と
し
て
、
一
九
世
紀
の
民
衆
生
活
史
の
中
で
見
直

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
最
後
に
付
加
し
て
お
き
た

い
。
　
　
　
　
（
A
5
判
　
三
六
三
頁
　
…
九
八
三
年
五
月

　
　
　
　
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
三
八
○
○
円
）

　
　
　
　
（
井
野
瀬
久
美
恵
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

受
贈
図
書

　
（
一
九
八
三
年
三
月
二
四
日
～
五
月
三
〇
日
）

史
学
論
集
（
駒
沢
大
学
大
学
院
史
学
会
）
　
一
三

古
田
武
彦
著
、
邪
馬
台
国
の
方
法
・
邪
馬
台
国
の

　
展
開
（
直
々
堂
出
版
社
）

韓
国
史
研
究
彙
報
（
ソ
ウ
ル
特
別
市
国
史
階
調
｛
委

　
員
会
）
　
三
八
・
三
九

社
会
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）
　
一

閑
。
屋
ρ
Ω
げ
画
竃
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）

　
丁
二

東
方
学
芸
（
玉
壷
大
学
）
　
三
〇

入
文
学
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
　
一
三
八

文
化
学
年
報
（
同
志
社
大
学
文
化
学
会
）
　
三
二

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
）

　
三
四

経
済
経
営
論
集
（
龍
谷
大
学
経
済
経
営
学
会
）
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